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本日の内容

◼全農グリーンメニューの概要

◼全農グリーンメニューの取り組み事例報告

◼全農イチゴハダニゼロプロジェクトの概要

◼イチゴハダニゼロプロジェクトの取り組み事例
報告
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内容

Ⅰ 2022年度九州地区実証圃について

Ⅱ イチゴハダニゼロプロジェクトで分かったこと

Ⅲ 東日本IPM研修会について
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2022年度九州地区実証圃の試験結果

イチゴハダニゼロプロジェクトで作成した防除プログラムの実証試験を実施しました。

実施県 圃場数

福岡県 ２圃場

佐賀県 ２圃場

長崎県 ２圃場

熊本県 １圃場
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2022年度九州地区実証圃の試験結果
ハダニ発生調査方法（育苗期～本圃 月１回調査実施） 「イチゴハダニゼロプロジェクト」リーフレットより
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2022年度九州地区実証圃の試験結果
No. 県 圃場

育苗期 ミヤコバンカー放飼時 本圃
圃場全体

ハダニ指数
概要

圃場全体
ハダニ指数 ゼロ

放飼
概要

圃場全体
ハダニ指数

湿度
推移
評価

付着量
試験

防除
評価

概要
月日 指数 月日 指数 月日 指数

1

福
岡

U氏

4/25 ━ ミヤコバンカーの親株放飼により6月中旬
にハダニ密度がほぼ抑えられた

11/1 0

〇

放飼直前のダニオーテ＋ピタイチ
散布によりゼロ放飼を実現

11/30 0.002
B

━ 〇

放飼後のハウス内湿度はカブリダニの定着に適した
範囲で推移

5/17 0.08 12/20 0.009

6/14 0.002 1/17 0.106
A

ミヤコバンカー放飼の効果は十分にあったと考えられ
る

10/18 0.003 3/15 0.008

2 S氏

4/25 0.01ミヤコバンカー親株放飼38日後の6月2日
にミヤコカブリダニ影響の強いCランク殺
虫剤剤を散布

11/1 0

〇

モベント灌注・放飼直前のダニ
オーテ＋ピタイチ散布によりゼロ
放飼を実現

11/30 0
A

2Mpa

〇

放飼後のハウス内湿度はカブリダニの定着に適した
範囲で推移

5/17 0.09 12/20 0.003 7.3

6/14 0.226月14日の調査でもハダニ密度は5月17
日に比べて増加

1/17 0.013
A

3.5Mpa ミヤコバンカー放飼の効果は十分にあったと考えられ
る

10/18 0.003 3/15 0 8.3

3

佐
賀

I氏

4/26 08月初めの調査時にハダニ密度が大きく
上昇

11/8 0.05

×

ダニオーテとピタイチの散布により
低下もミヤコバンカー０放飼は出
来なかった

12/1 1.76
B

━ ×

放飼2週間後にミヤコカブリダニに影響の強いCランク
殺菌剤を散布

5/12 0 1/19 0.05

6/10 0アグリメック散布により8月末には密度は
下がっていた

2/16 0.86

A

ミヤコカブリが定着できていない状態では、薬剤やチ
リだけではハダニ密度を有効に抑制することは難しい

10/12 0.11 3/16 0.68

4 T氏

4/26 0
親株へのミヤコバンカー放飼22日後ハダ
ニが確認されたが、放飼45日後ハダニ密
度は激減

11/8 0.03

×

ダニオーテとピタイチの散布により
低下もミヤコバンカー０放飼は出
来なかった

12/1 1.3
C

1.5Mpa

×

放飼1か月後の調査時にハダニ密度が急増、ゼロ放
飼ができなかったことハウス内湿度が低くカブリダニ
の定着がうまくいかなったことが関係

5/12 0.62 1/19 0.04 5.7

6/10 0.003ミヤコカブリダニによりハダニが駆逐され
たことが確認

薬剤の葉裏への付着率が低いこ
とも影響

2/16 0.29
A

3Mpa

10/12 0.47 3/16 0.27 6.4 2月以降は低密度で推移

5

長
崎

IY氏

4/22 0.0044月下旬に親株に放飼したミヤコバンカー
の効果は確認された

11/7 0

〇

ミヤコバンカー放飼5日前にダニ
オーテ＋ピタイチを散布することで、
ゼロ放飼を実現でできた

12/2 0
C

━ 〇

放飼後のハウス内湿度はカブリダニの定着に適した
範囲よりも低く推移

6/9 0 1/6 0

9/1 0.79月にハダニ増加も、プログラム薬剤防除
により10月に密度低下

2/17 0.002
A

ゼロ放飼を達成していたためハダニスポットは発生し
なかった

10/13 0.01 3/17 0.001

6 TK氏

4/22 09月下旬まではハダニスポットの発生は
まったくなかった

11/7 0.006

×

ダニオーテ＋ピタイチを散布した
が、ミヤコバンカー放飼時にハダ
ニゼロは達成できなかった

12/2 0.015
C

━ 〇

放飼後のハウス内湿度はカブリダニの定着に適した
範囲よりも低く推移

6/9 0 1/6 0.139

9/22 0.06定植後ハダニスポットが発生 2/17 0.023
B

1月からハウス内湿度が改善され、ミヤコバンカー放
飼の効果は十分にあった

10/13 0.06 3/17 0.011

7
熊
本

N氏

7/15 0.24

（育苗期放飼 なし）

11/2 0

〇

放飼直前のダニオーテ＋ピタイチ
散布などによりゼロ放飼を実現

11/28 0.003
C

━ △

ミヤコバンカー設置後ずっとハウス内湿度が低い状
態が続き、カブリダニの定着には厳しい状態

8/18 0.02 12/27 0.1

9/15 0 1/13 0.11
C

叩き落とし法で、ミヤコカブリダニは確認

10/18 0 3/19 0.2

※防除効果：期間中の最大圃場全体ハダニ指数 〇＜指数0.2、0.2≦△＜0.6、0.6≦× ※湿度評価：A-ｶﾌﾞﾘﾀー増殖に好適、Bｰ適、Cｰ不適

ゼロ放飼の重要性を確認
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１．放飼後のハウス内湿度管理の重要性
【ミヤコバンカー放飼後のポイント】
ミヤコバンカー放飼時のハダニ密度ゼロ達成と放飼後１か月間
のハウス内湿度(晴天日昼間8時間)50%以上の維持がハダニ防
除に重要となります。

ハウス内の湿度管理とハダニ防除効果の関係

ハウス内環境を最適化するための湿度維持方法

【ハウス内の温湿度管理】
ハウス内温湿度データ等の測定が可能な環境モ
ニタリング装置（はかる蔵など）による管理を行い
適切な温湿度管理を行う。

イチゴハダニゼロプロジェクト実証試験で分かったこと
「イチゴハダニゼロプロジェクト」リーフレットより
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２．ノズル別薬剤付着量・散布水量の重要性
３．展着剤加用の有効性

【葉裏への薬剤付着のポイント】
ハダニ類は葉裏に多く存在しているため葉裏への薬剤
付着量を高めることで防除効果が安定します。育苗期
には「新広角たて３頭口ノズル」、本圃では「イチゴセイ
バーノズル」での散布がおすすめです。

２．散布ノズル別の薬剤付着量と散布水量の重要性

３．サフオイル乳剤の薬害軽減

サフオイルは、湿展性の高い展着剤（まくぴか等）を加用し、早く乾くような天候・時間帯に散布すること
で薬害リスクを軽減できます。
【散布目安時間：晴天日午前中】

【散布水量目安】
●育苗期：60～100L/10a分苗
（6000株基準）

●本圃初期：250～300L/10a

（親株では20L/300親株）

新広角たて３頭口ノズ
ル

イチゴセイバーノズル

イチゴハダニゼロプロジェクト実証試験で分かったこと

他にも実証試験で得た知見について検証した結果を、イチゴハダニゼロプロジェクトリーフレットに記載しています。

「イチゴハダニゼロプロジェクト」リーフレットより



－31－

東日本IPM研修会について
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最後に

◼ 本プロジェクトについては、生産者様、県行政・普及センタ
ー・試験場の皆様、農薬メーカーの皆様、JAグループ関連
団体の皆様といった様々な方々のご協力により実施するこ
とができましたこと、感謝申し上げます。

◼ 今後もJAグループとして総合防除に活用できる情報につい
て発信できるように努めていきます。

ご清聴ありがとうございました！


